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今
年
度
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
町
内
全
域
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
と
想
定
し
、

第
１
部
、
第
２
部
と
会
場
を
分
け
て
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

　
第
１
部
で
は
、
発
災
対
応
訓
練
を
国
府
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
第
２
部
で
は
、

総
合
防
災
訓
練
を
大
磯
運
動
公
園
で
実
施
し
ま
す
。 

災
害
時
に
備
え
、
積
極
的
な
参
加
を 

 

訓
練
想
定 

 

　
平
成
20
年
８
月
24
日（
日
）、
午
前

８
時
、
神
奈
川
県
西
部
地
域
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
規
模

は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
と
推
定
さ

れ
、
大
磯
町
で
は
震
度
６
強
を
観
測

し
た
。 

　
こ
の
地
震
で
、
町
内
全
域
に
家
屋

の
倒
壊
、
道
路
や
橋
梁
等
に
被
害
が

生
じ
、
水
道（
断
水
）、
電
気（
一
部

被
害
）、
電
話
、
ガ
ス
等
の
施
設
に

も
被
害
が
生
じ
た
。
ま
た
、
火
災
も

発
生
し
、
負
傷
者
が
続
出
し
た
。 

 

地
区
拠
点
参
集
訓
練
・ 

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

 

　
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、

各
地
区
ご
と
に
、
地
区
拠
点
参
集
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
参
集（
避
難
）場

所
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
会
館
等

で
す
。 

　
な
お
、
国
府
小
学
校
が
、
指
定
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
中

丸
・
馬
場
・
月
京
・
国
府
新
宿
の
４

地
区
に
つ
い
て
は
、
国
府
小
学
校
ま

で
避
難
す
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。 

 

※
　
地
区
拠
点
参
集
訓
練
や
避
難

訓
練
は
、
大
地
震
等
が
発
生
し

た
時
に
、
安
全
に
素
早
く
地
区

拠
点
で
あ
る
会
館
等
へ
参
集

（
避
難
）す
る
た
め
の
重
要
な
訓

練
で
す
。 

　
　
こ
の
訓
練
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
り
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
　
日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
で
地
区

拠
点
の
会
館
等
ま
で
の
安
全
な

経
路
を
確
認
す
る
な
ど
、
事
前

の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

発
災
対
応
訓
練
「
第
１
部
」 

 

　
地
区
拠
点
参
集
訓
練
後
、
国
府
小

学
校
で
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
給
水

訓
練
、
救
護
所
運
営
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。 

　
国
府
小
学
校
が
指
定
避
難
所
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
の
方
、
及

び
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　 総
合
防
災
訓
練
「
第
２
部
」 

 

　
例
年
大
磯
運
動
公
園
で
実
施
し
て

い
る
訓
練
を
、
10
時
30
分
か
ら
実
施

し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評
だ
っ
た
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
や
、
自
衛
隊

の
装
備
品
等
の
展
示
や
炊
出
訓
練
な

ど
も
行
い
ま
す
。
関
係
機
関
の
協
力

で
災
害
発
生
対
応
訓
練
な
ど
、
実
践

に
即
し
た
訓
練
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

※
「
防
災
行
政
無
線
で
訓
練
実
施

の
放
送
を
行
い
ま
す
」 

　
　
防
災
訓
練
当
日
は
、
午
前
７

時
に
町
内
全
域
に
防
災
行
政
無

線
で
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ
を

放
送
し
ま
す
。
な
お
、
荒
天
等

で
中
止
す
る
場
合
に
も
放
送
し

ま
す
。 

▲起震車による地震体験 

▲ＡＥＤ操作の実演 ▲初期消火訓練 

▲仮設トイレの設置訓練 

き
ょ
う
り
ょ
う 



大磯警察署 

大磯西 I.C.西湘バ
イパス

 

国道１号 

大磯城山 
公園 

国府小 

運動公園 
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町
で
は
地
震
等
の
災
害

時
に
、
町
内
の
被
害
状
況

な
ど
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

迅
速
に
情
報
収
集
が
で
き

る
よ
う
、「
か
な
が
わ
自
主

防
災
航
空
」
と
、
災
害
時

に
お
け
る
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時

に
お
け
る
災
害
の
発
生
状

況
や
建
物
等
の
被
害
状

況
、
道
路
の
被
害
状
況
等

の
情
報
を
町
が
迅
速
に
把

握
で
き
る
よ
う
、
か
な
が

わ
自
主
防
災
航
空
に
協
力

を
依
頼
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
使
っ
て
収
集
し
た
情

報
を
町
に
対
し
提
供
し
て

い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
協
定
の
締
結
で
、
町
で

は
初
期
段
階
で
被
害
状
況

等
の
把
握
が
で
き
る
た

め
、
早
期
の
対
応
や
防
災

体
制
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

  

災害時にヘリコプターからの 
情報収集が可能に 

訓練ですので、できる限り 
徒歩で参集ください。 

地区拠点参集訓練　　午前8時30分（参集時間） 
訓練参集場所 

町内２０地区 
※中丸・馬場・月京・国府新宿は除く 

訓練参加地区 備　　考 

各地区の会館等 

訓練ですので、できる限り 
徒歩で参集ください。 

避難訓練　　午前8時30分（参集時間） 
 訓練参集場所 

中丸・馬場・月京・国府新宿 

指定避難所として指定している地区 備　　考 

国府小学校 

避難訓練終了後、引き続き 
実施します。 
車での来場は極力控えてく 
ださい。 

【第１部】発災対応訓練　　午前8時30分～午前11時00分 
発災対応訓練会場 

避難所開設訓練 

給水訓練 

救護所運営訓練 

主な訓練予定項目等 備　　考 

国府小学校 

駐車場は、限りが 
ありますので、来 
場の際は、自転車 
やオートバイ等で 
お越しください。 
（車で来場の場合 
　は、できる限り 
　乗り合わせでお 
　越しください。） 

【第２部】総合防災訓練　　午前10時30分～午後0時30分 
総合防災訓練会場 

負傷者応急手当訓練 

初期消火訓練 

煙体験訓練 

起震車による地震体験  

炊出訓練（カレーライス等） 

自衛隊の装備品等の展示 

災害用伝言ダイヤル（１７１）体験訓練 

無料耐震診断相談会  

主な訓練予定項目等 備　　考 

大磯運動公園 

平成２０年度　大磯町総合防災訓練　８月２４日（日） 

※指定避難所とは、被災により自宅等で生活できない方のための入所施設です 

か
な
が
わ
自
主
防
災
航
空
と 

　
　
　
　
　
　
　
協
定
を
締
結 

◎
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
担
当
　
☎
内
線
２
４
１ 

 
ご
家
庭
で
防
災
訓
練
を 

 

　
当
日
、
地
区
拠
点
参
集
訓
練
等
に

ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
方

も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
で
、
自

宅
の
避
難
口
の
確
保
、
非
常
持
出
品

の
確
認
、
家
具
の
転
倒
に
備
え
た
対

策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
防
災
対
策
担
当
　
☎
内
線
２
４
１ 

▲代表の山口好一さんと大井町赤田のヘリポートにて 

▲かながわ自主防災航空のロゴマーク 
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富
士
見
地
区
（
虫
窪
・
黒
岩
・
西
久
保
） 

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
開
始 

★実際に使用する車両には、車両の前面・側面等に「富士見地
区循環バス」とわかるステッカー等の表示をいたします。 

　（ワンボックス車） 

　
町
で
は
、
路
線
バ
ス
の
撤

退
に
よ
る
利
便
性
の
低
下
を

防
ぐ
た
め
、
平
成
15
年
度
か

ら
運
行
に
か
か
る
経
費
を
補

助
す
る
こ
と
で
、
路
線
バ
ス

（
磯
01
系
統
）
の
維
持
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
富

士
見
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
９

月
１
日
か
ら
大
磯
駅
か
ら
二

宮
駅
北
口
（
馬
場
・
虫
窪
経

由
）
間
を
運
行
す
る
路
線
バ

ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
正
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
各
バ
ス
停
に
は
、
バ
ス
事

業
者
か
ら
新
し
い
時
刻
表
が

掲
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
町
で
は
、
地
球
温

暖
化
に
影
響
す
る
排
気
ガ
ス

や
交
通
渋
滞
等
環
境
面
か
ら

考
え
て
も
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を
心
掛

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
２
９ 

９月１日（月）から　無料で 

磯０１系統（大磯駅～馬場・虫窪経由～二宮駅北口） 

神奈川中央交通㈱路線バス　ダイヤ改正のお知らせ 

　
富
士
見
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
、
９
月
１
日
か
ら
、
路
線
バ

ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
正
が
行
わ

れ
る
こ
と
で
、
空
白
と
な
る
運
行

時
間
帯
を
対
象
と
し
て
、
小
・
中

学
生
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
試
行

す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

試
行
と
し
、
利
用
状
況
に
よ
り
柔

軟
に
変
更
、見
直
し
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

　 ▼
試
行
開
始
　
９
月
１
日（
月
）か

ら 
▼
試
行
日
　
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
平
日
（
た
だ
し
、
12
月
30
日

か
ら
１
月
２
日
は
除
く
） 

▼
試
行
ル
ー
ト
　
国
府
支
所
　
富

士
見
地
区
　
二
宮
診
療
所
間 

▼
主
な
停
車
場
所
　
国
府
支
所
、

東
海
大
学
大
磯
病
院
、
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
、
二
宮
診
療
所
、

虫
窪
・
黒
岩
・
西
久
保
地
区
内

の
施
設
等
（
予
定
） 

▼
運
賃
　
無
料 

▼
試
行
台
数
　
１
台 

▼
試
行
時
間
　
午
前
10
時
00
分
か

ら
午
後
５
時
00
分
の
間
で
運
行 

▼
試
行
車
両
　
15
人
乗
り
ワ
ン
ボ

ッ
ク
ス
車
等
を
使
用
し
ま
す
。

（
写
真
の
と
お
り
） 

※
定
員
を
超
え
て
し
ま
う
場
合
は
、

乗
車
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
乗
車
方
法
　
停
車
場
所
で
、
バ

ス
に
向
か
っ
て
手
を
挙
げ
て
合

図
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
降
車
方
法
　
運
転
手
に
停
車
場

所
近
く
に
な
っ
た
ら
声
を
か

け
、
降
車
す
る
場
所
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。 

※
乗
車
時
は
、
乗
務
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
停
車
場
所
等
の
詳
細
は
、
別
途

７
月
下
旬
に
富
士
見
地
区
の
自

治
会
へ
回
覧
で
配
布
及
び
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
２
９ 

　
　

　
　

　
　

⇔
 

⇔
 

富士見地区コミュニティバス 
運行時刻表 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

時 

行先 

15 

15 

15 

 

15 

15 

15

45 

45 

45 

 

45 

45

国府支所 発 
二宮診療所 行 

二宮診療所 発 
国府支所 行 
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月　日 時　間 会　場 

 8月30日(土)
保健センター 
2階研修室 

10:00～12:00

14:00～16:00

8月31日(日)
国府支所2階 
第1・第2会議室 

 

10:00～12:00

14:00～16:00

   

　
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
毎
年
８
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
判
定
し
て
い
ま
す
。 

　「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」は

該
当
さ
れ
る
全
て
の
方
に
、
７
月
中
に

新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」
が
送
ら
れ
て
き
た
方
は
、
変
更

前
の
古
い
受
給
者
証
を
、
８
月
１
日
以

降
に
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く

か
、
役
場
、
ま
た
は
国
府
支
所
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。 

　 
  

　「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
者
証
」

は
、
毎
年
８
月
に
前
年
の
所
得
に
基
づ

い
て
負
担
割
合
を
再
判
定
し
ま
す
。 

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
方
に
の

み
、
７
月
中
に
新
し
い
保
険
者
証
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
負
担
割
合
に
変
更
が
な
い
方

は
、
新
し
い
保
険
者
証
は
郵
送
さ
れ
ま

せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
者
証
を
引

き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
８

月
１
日
以
降
、
今
ま
で
お
使
い
い
た
だ

い
た
保
険
者
証
を
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。 

高齢者の医療証を更新 
 
高齢者の医療証を更新 
 

◎問い合わせ　町民課　☎内線274・247

　
町
で
は
、
大
磯
ら
し
い
風
格
の
あ
る
良
好
な
景
観
の

形
成
を
推
進
す
る
た
め
に
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
の
素
案
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意

見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

 大
磯
町
景
観
計
画
と
は 

　
景
観
計
画
は
、
平
成
16
年
に
制

定
さ
れ
た
景
観
法
に
基
づ
く
、
良

好
な
景
観
の
形
成
を
目
的
と
し
た

計
画
で
す
。 

　
町
で
は
、
海
、
山
な
ど
の
自
然

や
歴
史
が
豊
か
な
大
磯
ら
し
い
景

観
を
守
り
育
み
、
次
の
世
代
に
豊

か
な
環
境
を
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
磯
町
景

観
計
画
で
は
大
磯
の
都
市
構
造
と

土
地
利
用
に
即
し
て
地
域
の
良
好

な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
基
本
方

針
及
び
基
準
等
を
定
め
ま
す
。
ま

た
、
町
民
・
事
業
者
・
町
等
の
協

働
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
景
観
計
画
の
運
用
は
、

平
成
21
年
４
月
に
開
始
す
る
予
定

で
す
。
そ
れ
以
降
は
、
町
内
で
行

う
一
定
の
行
為
に
関
し
、
景
観
法

に
基
づ
く
町
へ
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
届
出
を
し
た

行
為
を
景
観
計
画
に
定
め
た
基
準

等
に
適
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

計
画
素
案
の
公
表 

　
計
画
素
案
は
、

８
月
18
日（
月
）か

ら
９
月
12
日（
金
）

ま
で
の
期
間
で
次

の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。 

 

▼
計
画
素
案
の
閲
覧 

　
ま
ち
づ
く
り
課
、
町
民
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁
舎
、
国
府
支

所
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
（
ま
ち
づ

く
り
課
は
開
庁
時
間
内
の
み
）。 

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

▼
計
画
素
案
の
概
要
版
の
配
布 

　
役
場
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
国

府
支
所
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。 

　 意
見
・
提
案
募
集 

　
計
画
素
案
に
関
す
る
意
見
・

提
案
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
は
持

参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

個
人
、
法
人
は
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
提
出
で
き
ま
す
。 

▼
意
見
書
の
提
出
先 

　
ま
ち
づ
く
り
課
（
役
場
本
庁
舎

２
階
） 

○
郵
送
　
〒
255
―
８
５
５
５
　
大

磯
町
東
小
磯
183
番
地 

○
FAX（
61
）１
９
９
１ 

○
電
子
メ
ー
ル
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
箱
　
町

政
へ
の
意
見
・
提
案
」
か
ら
送

信 

▼
提
出
期
間 

　
８
月
18
日（
月
）か
ら
９
月
12
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
ま
で 

▼
意
見
書
の
様
式 

　
意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。
住
所（
事
務
所
所
在
地
）、
氏

名（
法
人
名
）、
大
磯
町
景
観
計
画

素
案
に
関
す
る
意
見
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
提

案
は
、
こ
れ
に
対
す
る
町
の
考

え
方
と
と
も
に
、
整
理
し
た
う

え
で
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

意
見
・
提
案
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

説
明
会 

　
次
の
日
程
で
計
画
素
案
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

                
◎
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課 

　
☎
内
線
２
４
３ 

◎
国
民
健
康
保
険 

　
　
高
齢
受
給
者
証 

◎
後
期
高
齢
者 

　
　
医
療
制
度
保
険
者
証 

大
磯
町
景
観
計
画
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

大
磯
町
景
観
計
画
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す 
大
磯
町
景
観
計
画
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す 
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平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
行
っ
た
既
存
住

宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
告
で
そ
の
住

宅
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
が
減
額

さ
れ
ま
す
。 

 

一 

減
額
を
受
け
ら
れ
る
要
件 

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
工
事
で

あ
る
こ
と 

 

①
家
屋
の
要
件 

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在

す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
） 

②
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
要
件 

○
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
工
事
の
う
ち
、

ア
を
含
む
工
事
で
あ
る
こ
と
（
外
気

等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限
る
） 

　
ア
　
窓
の
改
修
工
事 

　
イ
　
床
の
断
熱
改
修
工
事 

　
ウ
　
天
井
の
断
熱
改
修
工
事 

　
エ
　
壁
の
断
熱
改
修
工
事 

○
改
修
部
位
が
い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と 

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が

30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と 

 
二 
減
額
の
対
象 

　
１
戸
当
た
り
120
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当

分
ま
で
の
固
定
資
産
税
を
３
分
の
１
減

額
（
翌
年
度
分
に
限
る
） 

※
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床

面
積
が
当
該
家
屋
の
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上 

 

三 

申
告
の
方
法 

　
改
修
後
３
か
月
以
内
に
「
住
宅
熱
損

失（
省
エ
ネ
）改
修
に
係
る
固
定
資
産
税

減
額
申
告
書
」
及
び
必
要
書
類
を
添
付

し
て
税
務
課
資
産
税
班
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

四 

必
要
書
類 

①
領
収
書
及
び
工
事
内
訳
書 

※
省
エ
ネ
改
修
に
要
し
た
費
用
が
30
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類 

②
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書 

※
登
録
さ
れ
た
建
築
士
事
務
所
に
属
す

る
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
又

は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
作
成

し
た
証
明
書 

 

★
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
又
は

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置
の

適
用
を
受
け
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て

は
、
重
複
し
て
の
適
用
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
班 

　
☎
内
線
２
５
５
・
２
５
６ 

住
宅
熱
損
失
防
止

住
宅
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）

（
省
エ
ネ
）改
修
に
伴
う

改
修
に
伴
う 

住
宅
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修
に
伴
う 

固
定
資
産
税
の
減
額 
大
磯
町
第
四
次
総
合
計
画 

　
中
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て 

　
町
で
は
、
２
０
１
１
年
度

（
平
成
23
年
度
）か
ら
始
ま
る
第

四
次
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画

の
策
定
作
業
を
始
め
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご
意

見
等
を
伺
い
、
総
合
計
画
な
ど

町
の
将
来
計
画
づ
く
り
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
町
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
方
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
千
五
百
人
の

町
民
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▼
実
施
期
間 

　
平
成
20
年
８
月
１
日（
金
）か

ら
25
日（
月
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　 

企
画
室
企
画
政
策
班 

☎
内
線
２
０
５ 

・
総
合
計
画
と
は 

 

　
長
期
的
な
展
望
の
も

と
、
町
の
め
ざ
す
べ
き

将
来
の
姿
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
諸
施
策
の
指
針

を
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
将
来
像
か
ら

事
業
へ
の
実
現
移
行
を

あ
ら
わ
す
次
の
３
段
階

で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

①
基
本
構
想 

　
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

で
あ
る
将
来
都
市
像
を

示
し
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
的
な
方

向
性（
施
策
の
大
綱
）な

ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

②
基
本
計
画 

　
基
本
構
想
を
実
現
す

る
た
め
、
基
本
的
な
施

策
や
事
業
を
体
系
的
に

示
す
と
と
も
に
、
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事

業
や
、
施
策
・
事
業
の

推
進
の
た
め
の
行
財
政

運
営
の
あ
り
方
な
ど
を

示
し
た
も
の
で
す
。 

③
実
施
計
画 

　
基
本
計
画
で
示
し
た

施
策
や
事
業
を
実
際
に

行
う
た
め
の
具
体
的
な

計
画
で
す
。 

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を 

大磯町第四次総合計画の計画期間 
※大磯町第四次総合計画は、2006年度（平成18年度）から15年間を見通し、 
　2020年度（平成32年度）を目標年次とする計画となっています。 

2006年度 
（平成18） 

2010年度 
（平成22） 

2015年度 
（平成27） 

2020年度 
（平成32） 

基　　　　　　　本　　　　　　　構　　　　　　　想 

中期基本計画 後期基本計画 前期基本計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

実施計画 

（※実施計画は毎年見直します） 
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●
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内 

〜 

母
子
家
庭
の
方
へ 

〜 
〜 

母
子
家
庭
の
方
へ 

〜 

平成２０年度所得制限限度額（平成２０年８月１日以降） 

扶養親族 
等の数 

配偶者 
扶養義務者 
孤児等の養育者 全部支給 一部支給 

母または養育者 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

１９万円未満 

５７万円未満 

９５万円未満 

１３３万円未満 

１７１万円未満 

１９２万円未満 

２３０万円未満 

２６８万円未満 

３０６万円未満 

３４４万円未満 

２３６万円未満 

２７４万円未満 

３１２万円未満 

３５０万円未満 

３８８万円未満 

扶養親族 
等の数 

備考 請求者 配偶者及び 
扶養義務者 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

４,５９６千円未満 

４,９７６千円未満 

５,３５６千円未満 

５,７３６千円未満 

６,１１６千円未満 

６,２８７千円未満 

６,５３６千円未満 

６,７４９千円未満 

６,９６２千円未満 

７,１７５千円未満 

以下、 
本人の場合 
１人増す 
ごとに 
３８０千円、 
配偶者等は 
１人増す 
ごとに 
２１３千円 
加算。 

支給額（月額） 

児童数 全額支給 一部支給 

１人 

２人 

３人 

４人 

４１,７２０円 

４６,７２０円 

４９,７２０円 

以降、児童１人増すごとに、 
３,０００円加算 

４１,７１０～ ９,８５０円 

４６,７１０～ １４,８５０円 

４９,７１０～ １７,８５０円 

別表１ 別表２ （平成20年4月から） 

平成２０年度所得制限限度額（平成２０年８月１日以降） 別表３ 

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
母
子
家
庭

の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を
促

進
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。 

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
、
次
の
受
給
資
格
要
件
に
あ
て
は

ま
る
児
童
（
18
歳
に
到
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
を
監

護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。 

 

受
給
資
格
要
件 

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童 

・
父
が
死
亡
し
た
児
童 

・
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童 

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

・
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童 

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童 

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童     

・
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童 

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

・
公
的
年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

場
合 

・
母
に
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内
縁

関
係
）
が
あ
る
場
合 

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
や
里
親
に

預
け
ら
れ
た
と
き 

 

支
給
額 

　
母
親
や
養
育
者
、
同
居
の
扶
養
義

務
者
の
所
得
で
支
給
額
が
決
定
し
ま

す
（
母
お
よ
び
児
童
が
受
け
取
る
養

育
費
の
８
割
が
所
得
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
）。 

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）
は
、
手
当
の
全

部
、
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。
（
別
表
１
参
照
） 

　
支
給
額
は
、
別
表
２
の
と
お
り
で

す
。
一
部
支
給
の
場
合
、
支
給
額
は

所
得
に
応
じ
て
10
円
単
位
で
設
定
さ

れ
ま
す
。
３
人
目
か
ら
児
童
ひ
と
り

増
す
ご
と
に
３
，０
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。 

※
扶
養
親
族
の
数
と
児
童
数
は
一
致

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

現
況
届
の
提
出 

　
現
況
届
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な

書
類
で
す
。
現
在
、
児
童
扶
養
手
当

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
支
給
停

止
の
方
も
含
み
ま
す
）
は
、
全
員
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

　
届
出
期
間
（
８
月
１
日
〜
８
月
31

日
）
を
過
ぎ
る
と
手
当
の
支
給
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未

提
出
の
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
、

手
当
を
受
け
る
資
格
が
喪
失
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
６ 

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
知
的

障
害
ま
た
は
身
体
障
害
等
の
状
態

（
政
令
で
定
め
る
程
度
以
上
）に
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
に
対
す
る
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。 

 

受
給
資
格
要
件 

　
知
的
障
害
も
し
く
は
身
体
障
害

（
中
程
度
以
上
）の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。 

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合 

・
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合 
 

支
給
額 

・
重
度
障
害
児
の
場
合 

　
１
人
に
つ
き
月
額
５
０
，７
５
０
円 

・
中
度
障
害
者
の
場
合 

　
１
人
に
つ
き
月
額
３
３
，８
０
０
円 

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）
は
、
手
当
の
支

給
は
停
止
さ
れ
ま
す（
別
表
３
参
照
）。 

               

所
得
状
況
届
の
提
出 

　
所
得
状
況
届
は
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め

の
大
切
な
書
類
で
す
。
現
在
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方（
支
給
停
止
の
方
も
含
み
ま
す
）

は
、
全
員
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。 

　
届
出
期
間
（
８
月
11
日
〜
９
月
11

日
）
を
過
ぎ
る
と
手
当
の
支
給
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未

提
出
の
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
手

当
を
受
け
る
資
格
が
喪
失
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
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町
で
は
今
年
９
月
に
77
歳
・
80 

歳
・
88
歳
・
99
歳
・
100
歳
以
上
の
方

に
敬
老
祝
と
し
て
商
品
券
を
贈
呈
し

ま
す
。 

　
こ
の
商
品
券
を
取
扱
っ
て
い
た
だ

け
る
店
舗
等
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

既
に
登
録
済
み
の
店
舗
等
は
、
再
登

録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

▼
登
録
資
格 

　
町
内
に
店
舗
等
が
あ
る
事
業
者 

▼
登
録
申
請
期
間 

　
８
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
） 

▼
登
録
方
法 

　
所
定
の
登
録
申
請
書
で
申
込
。
登

録
に
際
し
、
会
社
印
・
代
表
者
印
・

振
込
先
口
座
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

　
申
請
書
は
子
育
て
介
護
課
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

▼
申
請
書
提
出
先 

　
子
育
て
介
護
課
ま
た
は
町
商
工
会 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
１
４
・
３
１
５ 

　
町
で
は
、
８
月
よ
り
大
磯
町
の
協

力
医
療
機
関
で
、
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
に
、
妊
婦
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま

す
。 

　
妊
娠
中
は
、
お
口
の
状
態
が
変
化

し
、
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
が
発
症
し

や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
赤

ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
体
調
の
良
い
と
き
に

お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

　
受
診
に
は
受
診
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
以

前
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
で
ご
希
望
の
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

▼
実
施
機
関
　
町
内
契
約
医
療
機
関 

▼
料
金
　
無
料 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
８ 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

健
診
で
は
・
・ 

　
健
診
と
は
健
康
診
断
、
健
康
診
査

の
こ
と
で
、
本
来
は
総
合
的
に
健
康

に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
年
か
ら
始
ま
る
特
定
健
診
で

は
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
と

な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
発
見
が
第

一
の
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
生
活
習
慣
病
の
状
態
が
長
く
続

い
た
先
に
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管

疾
患
な
ど
生
命
に
関
わ
る
疾
患
が
待

ち
構
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。 

　
い
ま
ま
で
忙
し
く
て
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め

に
、
国
民
健
康
保
険
の
方
を
対
象
に

今
年
か
ら
年
４
回
の
集
団
健
診
日
を

設
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
健
診
で
は
、
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
や
問
診
、
診
察
や
検
査
か
ら
、
生

活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
状
況
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。
次
に
そ
の
危

険
を
避
け
る
た
め
に
生
活
習
慣
を
見

直
す
た
め
の
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
で
完

結
す
る
の
で
は
な
く
、
結
果
を
活
か

し
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
こ
そ
が
大
切
で

す
。 

　 

検
診
で
は
・
・ 

　
検
診
は
特
定
の
疾
患
の
発
見
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
７
月
か
ら
10
月
に
町
内
の
協
力

医
療
機
関
で
大
腸
が
ん
検
診
と
肺
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。 

　
大
腸
が
ん
検
診
は
便
潜
血
検
査
、

肺
が
ん
検
診
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
他
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
と
し
て
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
が
な

に
よ
り
大
切
で
す
。 

 

最
後
に
も
う
一
つ 

　
健
診
・
検
診
は
自
分
自
身
の
心
と

体
の
声
を
聞
く
良
い
機
会
に
な
り
ま

す
。
よ
く
眠
れ
た
か
、
食
欲
が
あ
る

か
、
階
段
を
昇
る
足
取
り
は
？
　
ほ

っ
と
す
る
時
間
は
あ
る
か
、
前
向
き

に
何
か
に
取
り
組
め
る
か
、
日
々
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
か
、
優
し
い
気

持
ち
に
な
れ
る
か
・
・
な
ど
な
ど
自

分
自
身
の
健
康
観
を
振
り
返
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
機
会
に
昨
日

よ
り
少
し
で
も
元
気
な
あ
な
た
に
な

れ
ま
す
よ
う
に
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
吉
田
　
☎
内
線
３
１
５ 

健
診
と
検
診 

広告 

敬老祝商品券 

取扱店募集 取扱店募集 

電話 0463 -20 -5501 
住所 〒２５４-０８１３  平塚市袖ヶ浜１-１２ 
ホームページ http://www.fureai-g.or.jp/ 
メールアドレス sono-hiratsuka@fureai-g.or.jp

介護付有料老人ホーム 

湘南ふれあいの園平塚 湘南ふれあいの園平塚 湘南ふれあいの園平塚 
ふれあいグループ 

見本 見本 

「
妊
婦
歯
科
健
診
」

「
妊
婦
歯
科
健
診
」 

「
妊
婦
歯
科
健
診
」 

開
始
の
お
知
ら
せ 

こ
う
そ
く 

　　　　― ここには全部ある ―  
安心の医療も‥★病院を併設している心強さ！  
人生の楽しみも‥★海を眺めながら毎日のお食事を！  
住み心地の良さも‥★駅から１０分海まで5分の恵まれた環境で！ 

体験入居実施 
しております。 

8F 
7F 
6F 
5F 
4F 
3F 
2F 
 

B1F

居室23室 
居室28室 
居室28室 
透析・リハビリセンター 
病棟35床 
病棟50床 
病棟40床 
フロント・受付 
トランクルーム・駐車場 
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ベビーカー 

ベビーベッドを 

ご利用ください 

○
設
置
内
容 

　
本
庁
舎
１
階
窓
口 

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド 

・
ベ
ビ
ー
カ
ー 

            

　
　
　
　 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
事
務
室 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
チ
ェ
ア 

・
ベ
ビ
ー
カ
ー 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
７ 

・
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
５ 

　
本
庁
舎
お
よ
び
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
乳
幼
児
を
連
れ

て
来
庁
さ
れ
た
方
の
た
め

に
、
庁
舎
内
専
用
の
ベ
ビ
ー

カ
ー
と
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
配

置
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
は
い
つ
で
も
、
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
現

在
台
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、

利
用
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

使
用
状
況
と
対
応 

血
糖
測
定
器
具
（
微
量
採
血
用
穿
刺
器
具
）
の 

せ
ん
　

し 

　
広
報
お
お
い
そ
７
月
号
で
お
知
ら

せ
し
、
ま
た
新
聞
・
マ
ス
コ
ミ
等
で

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
糖
尿
病
予
防
事
業
で
使
用

し
た
血
糖
測
定
器
具
　

※（
微
量
採
血

用
穿
刺
器
具
）
は
、
針
の
周
辺
部
が

使
い
捨
て
タ
イ
プ
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
複
数
の
方
へ
使
用
す
る
こ
と
が

適
さ
な
い
採
血
器
具
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
器
具
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
針

は
一
人
ず
つ
交
換
し
、
器
具
と
指
先

と
の
接
触
面
も
そ
の
つ
ど
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
し
、
当
時
の
取
扱
説
明
書
の

指
示
に
沿
っ
て
使
用
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
厚
生
労
働
省
の
通
知
で

は
針
の
交
換
だ
け
で
は
な
く
、
器
具

の
指
先
に
接
触
す
る
部
分
も
交
換
し

な
い
と
万
全
で
は
な
い
と
し
て
い
ま

す
。 

　
針
そ
の
も
の
は
共
用
で
は
な
い
の

で
感
染
の
危
険
性
は
き
わ
め
て
低
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
当
該
器
具
の
使

用
に
よ
る
感
染
症
が
発
生
し
た
と
い

う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
測
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、

心
配
や
不
安
を
お
か
け
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

 

〈
該
当
し
た
町
の
保
健
事
業
〉 

　
平
成
16
年
度
糖
尿
病
教
室
（
参
加

者
７
名
） 

　
平
成
19
年
度
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
（
19

年
10
月
７
日（
日
））
健
康
チ
ェ
ッ
ク

参
加
者
66
名 

 

〈
相
談
窓
口
と
今
後
の
対
応
〉 

　
該
当
事
業
で
測
定
さ
れ
た
方
の
た

め
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
お
心
当
た
り
の
方
は
相
談
窓
口
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
今
後
は
安
全
性
の
確
認
を
十
分
に

行
い
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

※
微
量
採
血
用
穿
刺
器
具
と
は 

 

血
液
中
の
糖
の
濃
度
を
測
る
器

具
で
使
い
方
は
：
指
先
に
一
瞬

針
を
刺
す
↓
刺
し
た
部
分
か
ら

微
量
の
血
液
を
押
し
出
す
↓
検

査
シ
ー
ト
に
血
液
を
乗
せ
て
血

糖
値
を
測
定
す
る
。
（
血
が
出

る
前
に
器
具
を
指
か
ら
離
す
た

め
、
通
常
は
血
液
が
器
具
に
付

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 

せ
ん
　

し 

せ
ん
　

し 

微量採血用穿刺器具の例 
せん し 

キャップ 

針 

指 
ボタンを押すとキャップから 
針が飛び出し、皮膚に小さな 
穴が空き、微量の血液を検査 
シートに採取する。 

◎
相
談
窓
口
　 

　
子
育
て
介
護
課
健
康
づ
く
り
班 

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

　（
土･

日･

祝
日
を
除
く
） 

　
☎
内
線
３
０
９ 
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▼
募
集
職
務
　
受
付
業
務
、
各
施
設

の
事
務
補
助
等 

 

▼
勤
務
日
　
原
則
と
し
て
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
週
40
時
間
以
内 

 

▼
勤
務
時
間  

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
８
時
間
以

内
） 

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

▼
休
日
　
原
則
と
し
て
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日 

　 
 

▼
時
給
　
７
８
０
円 

 

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１ 

　
町
で
は
、
不
用
と
な
っ
た
物
の
再

利
用
、
二
酸
化
炭
素
削
減
等
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
７
月
10
日
か

ら
、
不
用
と
な
っ
た
自
転
車
を
公
用

自
転
車
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
０ 

　
道
路
交
通
法
が
６
月
１
日
に
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
施
行
か
ら
２
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
時

期
、
も
う
一
度
ご
家
庭
内
で
確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

○
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
義
務
化 

　
前
席
（
運
転
席
と
助
手
席
）
で
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
す
で
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

同
乗
者
全
員
の
生
命
と
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
後
部
座
席
に
つ
い
て
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
、
高
速

自
動
車
国
道
と
自
動
車
専
用
道
路
で

の
適
用
と
な
り
ま
す
が
、
着
用
の
必

要
性
を
理
解
し
て
、
普
段
か
ら
使
用

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

        

○
高
齢
運
転
者
標
識
表
示
の
義
務
化 

　
高
齢
運
転
者
を
保
護
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
の

自
動
車
を
運
転
す
る
人
に
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
た
高
齢
運
転
者
標
識
、

通
称
「
も
み
じ
マ
ー
ク
」
の
表
示
が
、

75
歳
以
上
の
人
か
ら
は
自
動
車
の

前
・
後
面
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
は
、

身
体
機
能
の
低
下
等
に
伴
い
運
転
に

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
標
識
の
表

示
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

        

○
聴
覚
障
害
者
標
識
表
示
の
義
務
化 

　
従
来
、
車
の
運
転
が
認
め
ら
れ
る

聴
力
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
聴
覚
障

害
者
の
方
で
も
、
後
写
鏡
（
ワ
イ
ド

ミ
ラ
ー
）
を
装
着
し
、
安
全
な
運
転

が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は

普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
場
合
、
聴
覚
障
害
者
標
識
を

表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

        

○
子
ど
も
が
自
転
車
に
乗
車
す
る
と

き
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努

力
義
務
に 

　
13
歳
未
満
の
子
ど
も
に
自
転
車
を

運
転
さ
せ
る
と
き
や
、
保
護
者
な
ど

が
補
助
い
す
等
を
用
い
て
同
乗
さ
せ

る
と
き
は
、
保
護
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

        

　
自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
利
用
す

る
人
も
し
な
い
人
も
、
お
互
い
を
思

い
や
り
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６ 

公
用
自
転
車
の
使
用
を
開
始 

の
一
部
が
改
正 
道 

路 

交 

通 

法 
道 

路 

交 

通 

法 

▲高齢運転車標識 

▲聴覚障害者標識 

後部
座席も

臨
時
職
員
の
登
録
を
募
集 

使
用
を
始
め
た
２
台
の
公
用
自
転
車 

▲ 



親
子
親
子
の
出
会
い

出
会
い
と
く
つ
ろ
ぎ

く
つ
ろ
ぎ
の
場 
親
子
親
子
の
出
会
い

出
会
い
と
く
つ
ろ
ぎ

く
つ
ろ
ぎ
の
場 
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町
で
は
、
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
「
お
お
い
そ
廃
棄
物
減
量
化

等
推
進
員
」
制
度
を
創
設
し
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
の
ほ
か
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
へ

の
協
力
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
ご
み
の
分
別
指
導
な
ど
の
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
、
次
の
内
容
で
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
み
問
題
に
関

心
の
あ
る
町
民
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

○
募
集
人
数
　
若
干
名 

○
応
募
資
格 

①
大
磯
町
在
住
者
（
18
歳
以
上
。

高
校
生
以
下
は
除
く
） 

②
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル

等
に
関
心
の
あ
る
方 

③
ご
み
問
題
に
理
解
と
意
欲
の
あ

る
方 

④
平
日
で
も
参
加
可
能
な
方
（
現

在
は
月
２
回
程
度
開
催
し
て

い
ま
す
） 

○
活
動
内
容 

①
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
切
な
処

理
の
普
及
啓
発
活
動 

②
廃
棄
物
の
分
別
及
び
排
出
指
導 

③
廃
棄
物
行
政
に
関
す
る
意
見
及

び
情
報
の
収
集 

○
委
嘱
期
間
　
２
年
間 

○
募
集
期
間
　
８
月
１
日（
金
）〜

９
月
１
日（
月
） 

○
応
募
方
法 

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
ご
み
問

題
に
関
す
る
ご
意
見
等
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
提
出
先 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
郵
送
〒
259
―

０
１
０
３
　

虫
窪
66 

　
FAX（
71
）８
４
６
７ 

※
応
募
用
紙
は
、
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
及
び

国
府
支
所
に
置
い
て
あ
る
他
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

お
お
い
そ
廃
棄
物 

　
　
　
減
量
化
等
推
進
員 

４
年
目
の
夏 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て

４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

　
開
設
当
初
に
「
夜
泣
き
が
ひ
ど
く

て
…
」
「
何
で
泣
い
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
。」
と
お
母
さ
ん
を
悩
ま
せ
た

赤
ち
ゃ
ん
も
今
で
は
す
っ
か
り
成
長
し

て
、
暑
い
夏
を
楽
し
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
か
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
我
が
子
と
二
人
だ

け
の
時
、「
私
だ
け
…
」
と
思
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
今
な
ら
あ
ん

な
こ
と
も
、
こ
ん
な
こ
と
も
懐
か
し
く

話
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
我
が
子
と
の
日
々
は
不
思
議
な
も
の

で
、
自
分
が
育
っ
て
き
た
親
と
の
今
ま

で
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
感
謝
し
た

り
、
苦
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
自
分
も

育
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
り
し
ま
す
。 

 

支
援
セ
ン
タ
ー
で
息
抜
き
を 

　
今
、
お
子
さ
ん
と
二
人
だ
け
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
あ
な
た
。
こ
れ
か
ら

お
母
さ
ん
に
な
る
あ
な
た
。
多
く
の
先

輩
マ
マ
が
「
こ
こ
で
聞
く
我
が
子
の
泣

き
声
は
、
家
と
違
っ
て
聞
い
て
い
ら
れ

る
。」「
子
ど
も
よ
り
私
の
た
め
に
こ
こ

に
来
る
。」
そ
う
い
っ
た
声
も
聞
こ
え

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
あ
な
た

も
ち
ょ
っ
と
息
抜
き
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
!? 

 

▼
場
所 

　
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
荘
内

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
虫
窪
７
番

地
） 

▼
開
館
日
時 

　
月
曜
か
ら
金
曜
の
10
時
〜
15
時
（
休

館
日
は
、
第
３
月
曜
午
後
・
土
・
日
曜
、

祝
日
、
年
末
年
始
な
ど
）
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
お
知
ら
せ
版
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
相
談
時
間 

　
月
曜
か
ら
金
曜
の
９
時
〜
17
時 

          

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　 

　
☎
（
71
）３
３
７
７ 

の 

募 集 

広告 広告 

親
子
の
出
会
い
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 
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カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
６
月
14

日（
土
）に
、
大
磯
建
設
協
会
が
実
施

し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
多
数
の
協
会
会
員
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
大
磯
建
設
協
会
は
町
内
の
建
設
業

者
で
構
成
さ
れ
、
建
設
業
の
健
全
な

発
展
は
も
と
よ
り
、
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環

と
し
て
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６ 

　
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
12
月

５
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
就
業
形
態
の
多
様
化
等
が
進
展
す
る
中
で
、
最
低
賃
金
制
度
は
、
賃
金

の
低
廉
な
労
働
者
の
労
働
条
件
の
下
支
え
と
し
て
、
十
全
に
機
能
す
る
よ

う
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
最
低
賃
金
法
の
改
正
は
、
最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
よ

う
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
し
、
必
要
な
見
直
し
を
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。 

 

●
地
域
別 

　
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り
ま
す 

　
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
に
係
る
施

策
と
の
整
合
性
に
も
配
慮
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
の
具
体
的

な
金
額
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
定

さ
れ
ま
す
。 

 

●
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合

の
罰
金
の
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す 

　
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合

の
上
限
額
が
２
万
円
か
ら
50
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

●
産
業
別 

　
最
低
賃
金
は
こ
う
な
り
ま
す 

　
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
不
払
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金

法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、

労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額
払
違
反

の
罰
則
（
罰
金
の
上
限
額
30
万
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
産
業

別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

に
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
満
た
な
い

賃
金
し
か
支
払
わ
れ
な
い
場
合
は
、

最
低
賃
金
法
第
４
条
違
反
の
罰
則

（
罰
金
の
上
限
額
50
万
円
）
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

●
適
用
除
外
規
定
が
見
直
さ
れ
ま
す 

　
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の

低
い
者
、
試
用
期
間
中
の
者
、
認
定

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
等
に
関

す
る
適
用
除
外
が
廃
止
さ
れ
、
最
低

賃
金
の
減
額
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
適
用
除
外
の
許
可
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
平
成
20
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
６
月
30
日
ま
で
の

間
の
経
過
措
置
期
間
中
に
減
額
特
例

の
許
可
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
派
遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
す 

　
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
の
地
域

（
産
業
）の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。 

 

●
最
低
賃
金
額
の
表
示
が
時
間
額
の

み
に
な
り
ま
す 

　
時
間
額
、
日
額
、
週
額
又
は
月
額

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
最
低

賃
金
額
の
表
示
単
位
が
、
時
間
額
の

み
に
な
り
ま
す
。
支
払
わ
れ
て
い
る

賃
金
が
、
日
給
、
月
給
な
ど
時
間
額

以
外
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
時
間
額
に
換
算
し
て
比
較
し

て
く
だ
さ
い
。 
 

●
監
督
機
関
に
対
す
る
申
告
規
定
が

設
け
ら
れ
ま
す 

　
労
働
者
は
、
事
業
場
に
最
低
賃
金

法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
事
実
を
監
督
機
関
に
申
告

し
て
、
是
正
の
た
め
適
当
な
措
置
を

と
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
使
用

者
は
、
申
告
し
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
申
告
し
た
労
働
者
に
対
し
、
解

雇
な
ど
の
不
利
益
な
取
扱
を
し
て
は

な
ら
な
い
規
定
も
設
け
ら
れ
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
都
道
府
県
労
働
局
又
は
労
働
基
準 

　
監
督
署 

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/ 

・
神
奈
川
県
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.kana-rou.go.jp

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す 

　
町
で
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

毎
年
夏
に
な
る
と
樹
木
が
生
い
茂
り
、

防
犯
灯
の
明
か
り
を
さ
え
ぎ
っ
た
り
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
に
く
く
な
っ

た
り
し
て
、
役
目
を
果
た
さ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

場
所
付
近
の
方
は
樹
木
の
枝
下
ろ
し

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６ 

カーブミラーがカーブミラーがカーブミラーが

きれいに
なりました

防
犯
防
犯
灯
・
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る 

　
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を

　
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を 

防
犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る 

　
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を 
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大
規
模
な
地
震
の
後
に
は
、
地
震
災
害
に

便
乗
し
た
点
検
商
法
や
か
た
り
商
法
な
ど
に

よ
る
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が
被
災
地
だ
け

で
な
く
周
辺
の
地
域
で
も
発
生
し
ま
す
。 

  点
検
商
法
・
か
た
り
商
法 

(1)
自
治
体
の
職
員
や
契
約
業
者
を
名
乗

り
、
家
屋
の
無
料
点
検
だ
と
言
っ
て
床

下
を
点
検
し
、
「
基
礎
に
ひ
び
が
入
っ

て
い
る
」
「
地
震
で
配
管
が
ず
れ
て
水

漏
れ
し
て
い
る
」
な
ど
と
う
そ
を
言
っ

て
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
家
が
倒

れ
る
」
な
ど
と
こ
と
さ
ら
不
安
を
あ
お

り
、
不
必
要
で
高
額
な
工
事
契
約
を
結

ば
せ
ま
す
。 

　
な
か
に
は
、
わ
ざ
と
設
備
を
壊
し
て

工
事
契
約
を
結
ぶ
業
者
も
い
ま
す
。 

 

(2)
自
治
体
の
職
員
や
契
約
業
者
を
名
乗

り
、
水
質
の
無
料
点
検
と
言
っ
て
、コ

ッ
プ
に
水
道
水
を
取
っ
た
後
、
持
参
し

た
薬
剤
を
入
れ
て
わ
ざ
と
水
を
変
色
さ

せ
、
「
水
質
が
悪
化
し
て
い
て
、
こ
の

ま
ま
飲
み
続
け
る
と
ガ
ン
に
な
る
」
な

ど
と
言
っ
て
、
高
額
な
浄
水
器
を
取
り

付
け
る
業
者
が
い
ま
す
。 

　
悪
質
業
者
は
、
自
治
体
が
浄
水
器
の

取
り
付
け
を
義
務
付
け
た
よ
う
に
装
っ

た
り
、
水
道
水
に
ま
っ
た
く
問
題
が
な

い
の
に
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に

装
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
取
り
付
け
は
低
額
で
も
、
高

額
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
請
求
し
て

く
る
業
者
が
い
ま
す
。 

 

対
処
法
と
し
て 

　
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
押
し
か
け
て

き
て
、
し
つ
こ
く
契
約
を
迫
る
業
者
に

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

※
自
治
体
が
被
災
家
屋
の
危
険
度
診
断

を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、工

事
業
者
を
紹
介
し
た
り
、
自
ら
工
事
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。  

　
被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
一
人
で

悩
ま
ず
、
消
費
生
活
相
談
（
23
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
10
人
以
上
で
申
込
み
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
職
員
出
前
講
座
も
開
催
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

電
動
生

電
動
生
ご
み
処
理
機

処
理
機 
電
動
生

電
動
生
ご
み
処
理
機

処
理
機 
電
動
生
ご
み
処
理
機 

へ
の 

購
入
費
補
助
と 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー 

の
あ
っ
せ
ん 

アタック電器㈱ 

太田電気商会 

小川電機商会 

㈲加藤マリンサービス 

釜津田電機商会 

湘南家電 

ＪＡ湘南大磯支所 

まつやクリーニング 

諸星電機 

㈲やまご電器 

大和㈱ 

ロイヤルホームセンター㈱ 

71－3135 

71－2026 

61－0770 

61－4447 

61－1609 

61－0868 

71－2511 

61－6121 

61－2880 

61－1256 

61－0522 

33－8851

販売店名 電話番号 

表１　指定登録販売店（五十音順） 　
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
用
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
補
助
と
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利
用
い
た
だ
き
、
ご
み
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 

 

☆
電
動
生
ご
み
処
理
機 

《
補
助
制
度
の
概
要
》 

○
対
象
　
町
内
在
住
の
世
帯
（
一

世
帯
に
つ
き
、
一
基
） 

○
助
成
額
　
購
入
金
額
の
１
／
２

以
内
（
上
限
３
万
円
　
100
円
未

満
切
捨
て
） 

○
販
売
店
　
表
―

１
の
と
お
り（
指

定
販
売
店
以
外
は
補
助
対
象
外
） 

○
助
成
商
品
　
販
売
店
で
登
録
さ

れ
た
機
種
に
限
り
ま
す
。 

《
補
助
金
手
続
き
の
流
れ
》 

①
指
定
販
売
店
で
購
入
製
品
を
決

め
る
。 

②
補
助
金
交
付
申
請
書
（
販
売
店

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
役
場
に
提
出
。
（
提

出
先
：
役
場
町
民
課
、
国
府
支

所
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
） 

③
補
助
金
交
付
決
定
通
知
が
町
か

ら
届
く
。
（
申
請
書
提
出
後
１

週
間
か
ら
10
日
程
度
） 

④
交
付
決
定
通
知
書
を
販
売
店
に

提
示
し
電
動
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
す
る
（
販
売
価
格
か
ら
補

助
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で

購
入
で
き
ま
す
）。 

⑤
購
入
後
、
補
助
金
請
求
・
受
領

委
任
状
兼
設
置

完
了
届
を
購
入
店

を
通
じ
て
町
に
提

出
。 

 

☆
コ
ン
ポ
ス
タ
ー 

《
補
助
制
度
の
概
要
》 

○
対
象
　
町
内
在
住
の
世
帯
（
一

世
帯
に
つ
き
二
基
ま
で
） 

○
大
き
さ
（
単
位
・
㎝
） 

　
190
Ｌ
丸
型
…
直
径
72
×
高
さ
71 

　
130
Ｌ
丸
型
…
直
径
60
×
高
さ
66  

　
Ｄ
70
角
型
…
縦
45
×
横
45
×
高

さ
69
・
5 

　
※
い
ず
れ
も
地
上
式 

○
あ
っ
せ
ん
価
格 

　
190
Ｌ
丸
型
…
２
，８
０
０
円 

　
130
Ｌ
丸
型
…
２
，４
０
０
円 

　
Ｄ
70
角
型
…
２
，２
０
０
円 

○
申
込
方
法 

　
電
話
で
受
付 

　（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。） 

○
配
布
時
期 

　
申
込
み
受
付
後
、
順
次
配
布 

○
代
金
納
付
方
法 

　
品
物
を
搬
入
す
る
時
に
納
入
通

知
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
金

融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

地
震
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！ 
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日
差
し
が
強
い
時
期
、
気
温
が
高

く
風
が
弱
い
日
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
息
苦
し
く

な
る
な
ど
、
人
体
へ
の
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

た
ち
が
屋
外
で
活
動
す
る
こ
と
が
多

い
夏
休
み
中
は
、
十
分
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。 

 

▼
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
に
は 

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
ま

し
ょ
う 

・
外
か
ら
戻
っ
た
と
き
は
目
を
洗
い

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う 

・
目
が
痛
い
、
気
分
が
悪
い
な
ど
の

症
状
が
あ
る
と
き
は
、
医
療
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

・
風
向
き
を
考
え
て
窓
を
閉
め
ま
し

ょ
う 

・
急
ぎ
で
な
い
自
動
車
の
運
転
は
控

え
ま
し
ょ
う 

 

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
時
は
、
町
の
防
災
行
政
無
線

か
ら
注
意
を
呼
び
か
け
る
放
送
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
で
は
、
☎
（
24
）３
３
２
２
や

携
帯
メ
ー
ル
で
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.k-erc.pref. 

kanagaw
a.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

　
▼
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は 

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
工

場
・
事
業
場
や
自
動
車
な
ど
の

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
中
の
窒

素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
が
太
陽

の
紫
外
線
を
受
け
て
、
光
化
学

反
応
に
よ
り
オ
ゾ
ン
な
ど
の
二

次
的
汚
染
物
質
（
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
）
を
生
成
し
、
空
に

白
く
モ
ヤ
が
か
っ
た
よ
う
な
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
を
く
だ
さ
い 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

　
初
夏
に
な
る
と
、
家
の
軒
下
や
庭

木
に
小
さ
な
蜂
の
巣
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
巣
が
大
き
く
な
り
、
駆
除
が

困
難
に
な
り
ま
す
。 

　
駆
除
を
行
う
と
き
は
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
し
て
、
少
し
で
も
無
理
だ
と
感

じ
た
ら
専
門
の
業
者
に
頼
ん
で
く
だ

さ
い
。 

　
町
に
は
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

蜂
防
護
服
貸
与
制
度 

　
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
は

巣
が
小
さ
い
う
ち
は
、
十
分
な
準
備

が
あ
れ
ば
経
験
の
な
い
人
で
も
駆
除

が
で
き
ま
す
。 

　
町
で
は
安
全
に
駆
除
が
で
き
る
よ

う
町
民
課
で
蜂
防
護
服
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。 

　 

蜂
駆
除
費
補
助
制
度 

　
蜂
の
中
で
も
特
に
危
険
な
ス
ズ
メ

バ
チ
の
駆
除
に
は
、
専
門
の
業
者
に

よ
る
駆
除
に
か
か
っ
た
費
用
の
５
割

（
限
度
額
１
万
円
）
に
相
当
す
る
額

を
補
助
し
ま
す
。 

○
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
印
鑑 

・
駆
除
業
者
の
領
収
書 

・
駆
除
前
と
駆
除
後
の
写
真 

・
金
融
機
関
の
振
込
先 

○
申
請
場
所 

　
役
場
町
民
課
又
は
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

広告 広告 

の
駆
除
は
お
早
め
に 

蜂 ハ
チ 

営業時間：ＡＭ11:30～ＰＭ8:00 
定 休 日：毎週水曜日、第1・第3木曜日 

大磯カイロプラクティック院 

　
　
　
　
　
　
　
　
に 

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 
光
化
学

光
化
学
ス
モ
ッ
グ 
光
化
学

光
化
学
ス
モ
ッ
グ 
光
化
学

光
化
学
ス
モ
ッ
グ 
光
化
学
ス
モ
ッ
グ 
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大
磯
小
学
校
４
年
１
組
と
５

年
３
組
で
は
、
６
月
末
か
ら
来

年
の
２
月
末
ま
で
の
期
間
、
町

内
の
十
数
か
所
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
箱
を
設
置

し
て
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
を
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
、
海
外
の
子
ど
も
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
で
、
総
合

的
な
学
習
の
課
題
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の

活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

▼
回
収
箱
設
置
場
所 

・
大
磯
町
立
図
書
館
本
館 

・
大
磯
・
小
磯
幼
稚
園 

・
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅 

・
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等 

　 ◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
小
学
校 

　
☎
（
61
）０
１
４
０ 

　
町
で
は
、
限
り
あ
る
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
ご
み
の

分
別
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
分
別
を
し
な
い
で
出
し
て

し
ま
え
ば
た
だ
の
ご
み
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
分
別
を
す

る
こ
と
で
資
源
に
な
る
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及

び
白
色
ト
レ
ー
の
出
し
方
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
清
潔
で
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
町
で
配
布
し
て
い
る

「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
」

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方 

①
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
水
洗
い

を
す
る
。 

②
公
共
機
関
や
商
店
に
設
置
さ

れ
て
い
る
専
用
容
器
に
入
れ

る
。 

◎
白
色
ト
レ
ー 

①
水
洗
い
を
し
て
乾
か
す
。 

②
公
共
機
関
や
商
店
に
設
置
さ

れ
て
い
る
専
用
回
収
容
器
に

出
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
ー
の
分
別
に
協
力
を 

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
集
め
に
ご
協
力
を 

▲図書館に設置された回収箱 

　町では、新たな財源を確保し、住民サービスの向上
及び地域経済の活性化を図るため、広報に広告（広告
主）を募集しています。掲載を希望する方は下記によ
りお申込みください。たくさんのご応募をお待ちして
います。 
  
◎申込み 
　広報おおいそ広告掲載取扱要綱を確認のうえ、申込
書に会社案内等を添えて、広報おおいそ発行日の40日
前までに提出してください（郵送可、メールは不可）。
なお、広告主の事業内容によっては掲載できない場合
があります。 
 
◎広報おおいその概要 
　大磯町が発行し、毎月町内各世帯に配布している情
報紙です。発行日は毎月１日、発行部数は約12,000部 
です。 

◎広告掲載規格 
　主な規格の掲載料は、次のとおり。その他の規格と
掲載料は大磯町ホームページの広告募集をご覧になる
か、下記まで問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎原稿 
　広告原稿は、広告主の負担で作成し、完全版下原稿
または印刷可能なデジタルデータ（例：イラストレー
タなど）で提出してください。※青と黒の２色が使用
可能です。 
 
◎問い合わせ　企画室　☎内線206 
　電子メール　info@town.oiso.kanagawa.jp 
　ホームページ：http://www.town.oiso.kanagawa.jp/

「広報おおいそ」に 
広告を掲載しませんか 

規格（列 × 段） 規格（縦 × 横） 金　額 

 1ページの1/10 
（1/2列×1段） 

1ページの2/10 
（全列×1段） 

1ページの全面 
（全列×5段） 

  49ミリ×  88ミリ 

  49ミリ×178ミリ 

265ミリ×178ミリ 

13,000円 

26,000円 

130,000円 
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図
書
館
年
報
速
報 

 

　
平
成
19
年
度
利
用
統
計
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。 

　
貸
出
数
は
、
17
万
６
，３
９

９
点
で
昨
年
に
比
べ
微
減
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
国
府
分

館
の
利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。

特
に
児
童
書
の
利
用
が
目
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
書
庫
の
本
の
活

用
も
好
評
で
す
。
毎
月
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、

「
話
題
の
本
」「
懐
か
し
の
本
」

と
し
て
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
書

庫
の
本
を
中
心
に
200
冊
程
度
展

示
・
貸
出
し
て
い
ま
す
。 

　
町
内
在
住
の
有
効
登
録
者
数

は
、
１
２
，４
３
７
人
を
数
え
、

人
口
に
対
す
る
登
録
率
は
37.9
％

で
し
た
。
貸
出
点
数
は
町
民
一

人
当
た
り
5.4
点
で
、
有
効
登
録

者
数
（
近
隣
・
在
勤
・
在
学
者

を
含
む
）
一
人
当
た
り
の
貸
出

点
数
は
、
13.7
点
で
し
た
。 

　
ま
た
、
町
民
一
人
当
た
り
の

来
館
数
は
4.8
回
で
、
町
民
一
人

当
た
り
の
資
料
購
入
費
は
、
321

円
で
し
た
。 

　
皆
さ
ん
は
、
一
年
間
で
何
回

図
書
館
に
足
を
運
び
、
何
冊
の

本
を
借
り
ま
し
た
か
。
今
年
も

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 
  

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

▼
利
用
時
間
　
平
日
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
50

分
、
土
・
日
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
50
分 

▼
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ

ビ
ー 

 

◎
子
ど
も
の
創
造
画
展 

　
2
0
0
8 

▼
と
き
　
８
月
２
日（
土
）〜
17

日（
日
）午
後
３
時
　 

▼
内
容
　
図
画･

工
作 

          

◎
問
い
合
わ
せ
　
ナ
ガ
シ
マ 

　
☎
090（
９
６
４
６
）７
６
３
９ 

 

◎
秋
永
悠
作
品
展
№
2 

▼
と
き
　
８
月
19
日（
火
）午
後

１
時
〜
31
日（
日
）午
後
４
時 

▼
内
容
　
鉛
筆
画 

      

◎
問
い
合
わ
せ 

　
秋
永
　
☎
（
73
）３
８
２
６ 

　
「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
・
環
境

育
成
会
議
」
で
は
、
次
の
と
お
り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。 

 

▼
テ
ー
マ 

　
「
次
世
代
に
保
存
・
継
承
し
た
い
日
本

の
歴
史
的
風
土
」 

　
平
成
18
年
度
の
「
美
し
い
日
本
の
歴
史

的
風
土
100
選
」、「
同
準
100
選
」
に
選
定
さ

れ
た
地
域
を
対
象
と
し
ま
す
。
大
磯
町
で

の
選
定
内
容
は
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

政
財
界
人
の
別
荘
群
（
大
隈
重
信
、
陸
奥

宗
光
、
安
田
善
次
郎
、
池
田
成
彬
、
吉
田

茂
邸
な
ど
）」
で
す
。 

▼
応
募
作
品 

・
平
成
19
年
１
月
以
降
に
応
募
者
自
身
が

撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品 

・
歴
史
的
風
土
100
選
又
は
準
100
選
に
選
定

さ
れ
た
地
域
を
対
象
と
し
た
写
真
で
、

選
定
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
作
品 

・
銀
塩
・
デ
ジ
タ
ル
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク

ロ
自
由 

▼
応
募
資
格 

・
一
般
の
部
　
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ

ん
。 

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
高
校
生
以
下 

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
票
（
コ
ピ
ー

可
）
を
作
品
裏
面
に
は
り
付
け
、
事
務
局

へ
送
付
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　（
応

募
票
は
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。） 

▼
受
付
期
間 

　
平
成
20
年
８
月
１
日（
金
）〜
９
月
30
日

（
火
）　
※
最
終
日
の
消
印
有
効 

▼
審
査
員
（
50
音
順
・
敬
称
略
） 

・
木
村
　
惠
一
（
写
真
家
） 

・
丹
地
　
敏
明
（
写
真
家
） 

▼
賞 

○
一
般
の
部 

・
国
土
交
通
大
臣
賞
　
１
点（
賞
状
、
楯
、

賞
金
５
万
円
・
富
士
フ
ィ
ル
ム
社
製
カ

メ
ラ「K

LA
SSE

」１
台
） 

・
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
・
環
境
育

成
会
議
会
長
賞
　
３
点
（
賞
状
、
楯
、

賞
金
３
万
円
、
記
念
品
） 

・
入
選
　
30
点
（
賞
状
、
記
念
品
） 

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部 

・
入
選
　
15
点
（
賞
状
、
記
念
品
） 

▼
発
表
　
平
成
20
年
11
月（
予
定
）、
入
賞
、

入
選
者
に
直
接
通
知
、
事
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表 

▼
作
品
集
　「
入
賞
・
入
選
作
品
写
真
集
」

が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

▼
事
務
局
（
送
付
先
） 

　
〒
102
―
０
０
８
４
　
千
代
田
区
二
番
町

１
―

２
―

523
　（
財
）古
都
保
存
財
団 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　（
財
）古
都
保
存
財
団 

　
☎
03（
５
２
７
５
）５
０
１
１ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.kotohozon.or.jp

「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
100
選
」 

　
　
　
　
　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
　
作
品
募
集 

本　　館 

国府分館 

平成19年度　貸　出　数 

78,251
32,886

9,078
10,963

24,391
16,773

2,838
1,219

一般書 
児童書 
雑誌 
ＣＤ 
 

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000点 

た
て 
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7
月
か
ら
新
た
に
１
名
の
こ
ど

も
記
者
が
加
わ
り
ま
し
た
！ 

      

　「
博
物
館
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
展

示
会
に
行
っ
た
り
、
ホ
タ
ル
を
見
た

り
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦

し
た
い
で
す
。」 

 

名
曲
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト 

 

（
６
月
１
日
） 

 

　
ス
テ
パ
ノ
学
園
の
海
の
見
え
る
ホ

ー
ル
で「
名
曲
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
は
子
ど
も
た
ち
の
発
表
で
し

た
。
私
よ
り
小
さ
い
の
に
う
ま
い
子

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
次
に
プ
ロ

の
人
た
ち
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
ギ
タ
ー
の
流
れ
る
よ
う
な
演

奏
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
に
ピ

ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
で
、
曲
当
て
ク
イ
ズ
を
し
ま
し

た
。
最
後
は
バ
リ
ト
ン
の
独
唱
で
し

た
が
、
１
人
で
歌
っ
て
い
る
の
に
ホ

ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
声
が
ひ
び
い
て
い

て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
美
奈
） 

 

美

化

キ

ャ
ン
ペ
ー

ン 
 

（
６
月
１
日
） 

 

　
私
が
担
当
し
た
の
は
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
下
の
海
岸
で
し
た
が
、
去
年
の
台

風
で
砂
浜
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
前
の
日
に
は
雨
が
降
っ

た
の
で
、
い
つ
も
よ
り
ゴ
ミ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
空
き
缶
や
木
の

枝
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
が
、
特
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
が
多
か
っ
た
で
す
。
私

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
ゴ
ミ
の
ふ

く
ろ
を
た
く
さ
ん
使
い
ゴ
ミ
を
集
め

ま
し
た
。 

　
た
く
さ
ん
の
人
と
協
力
し
て
き
れ

い
に
し
た
海
を
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

の
力
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
れ
に
は
一
人
一
人
が
ご
み
を
捨
て

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
） 

大

磯

吹

奏

楽

団

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 

（
６
月
１５
日
） 

 

　
国
府
小
学
校
の
体
育
館
で
開
か
れ

た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
国
府
小
学

校
金
管
ク
ラ
ブ
や
国
府
中
学
校
吹
奏

楽
部
な
ど
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

　
大
磯
吹
奏
楽
団
の
「
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
シ
ー
」
は
、
は
ず
む
よ
う
な
曲

で
、
聴
い
て
い
る
と
元
気
で
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
私
は
国
府
小
学
校
金

管
ク
ラ
ブ
で
参
加
し
ま
し
た
。
曲
は

「
ラ
バ
ー
ズ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
で
、

こ
れ
は
静
か
な
曲
で
す
が
、
速
さ
が

色
々
変
わ
る
の
で
お
も
し
ろ
い
曲
で

す
。 

　
大
磯
町
は
音
楽
関
係
の
団
体
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
学
校
で
も
よ
く
音

楽
集
会
な
ど
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
、

音
楽
好
き
の
人
が
多
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
音
楽
は
聴
い
て
も
演
奏
し
て

も
楽
し
い
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

が
あ
っ
た
ら
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
！ 

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
渕
絵
里
花
） 

 

大
磯
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

 

（
６
月
２１
日
） 

 

　
６
月
21
日
の
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で
の
２
時
間
、
大
磯
中
学
校
の
企

画
し
た
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化

を
考
え
、
電
気
を
使
わ
ず
、
ろ
う
そ

く
の
灯
り
の
中
で
団
ら
ん
を
楽
し
み
、

ふ
れ
あ
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

減
ら
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
ろ
う
そ

く
の
灯
で
生
活
す
る
の
も
楽
し
そ
う

だ
と
思
っ
た
の
で
、
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
家
族
と
夕
食
の
時
間
を
ろ

う
そ
く
の
灯
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ろ

う
そ
く
は
思
っ
た
よ
り
も
明
る
く
て

温
か
く
、
ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
「
昔
の
人
た

ち
は
こ
の
明
る
さ
で
生
活
し
て
い
た

の
だ
な
」
と
昔
の
こ
と
を
考
え
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。 

　
少
し
の
間
で
し
た
が
、
暗
い
生
活

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、
環
境
や
昔

の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
ま
た
行
わ
れ
る
と
き
も

参
加
し
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
あ
ず
さ
） 

 

茶

道

体

験

教

室

 
 

（
６
月
２２
日
） 

 

　
今
回
は
お
茶
会
に
招
か
れ
た
と
き

の
作
法
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

　
「
お
茶
会
」
と
聞
く
と
、
か
た
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
作
法
を

覚
え
れ
ば
楽
し
く
で
き
ま
す
。
「
お

茶
な
ん
て
古
く
さ
い
」
と
思
う
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
お
茶

席
の
か
け
じ
く
や
生
け
花
、
周
り
へ

の
ふ
る
ま
い
な
ど
に
は
、
一
つ
一
つ

意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
わ
か
れ

ば
飲
む
こ
と
だ
け
の
お
茶
会
で
は
な

く
、
色
々
な
こ
と
も
楽
し
め
る
お
茶

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
お
茶
を
飲

む
だ
け
で
は
な
く
、
お
茶
席
の
こ
と

も
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

       

子

ど

も

会

バ

ザ

ー 
 

（
６
月
２８
日
） 

 

　
馬
場
憩
の
家
で
子
ど
も
会
の
バ
ザ

ー
が
あ
っ
た
の
で
行
っ
て
み
る
と
、

日
用
雑
貨
や
お
も
ち
ゃ
、
本
、
手
作

り
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
売
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
バ
ザ
ー
で
は
み
ん
な
の
い

ら
な
い
物
を
回
収
し
、
安
く
売
っ
て

い
ま
す
。
買
う
人
は
、
ふ
つ
う
の
お

店
よ
り
安
く
買
え
、
売
っ
て
い
る
人

は
バ
ザ
ー
で
売
っ
た
お
金
で
必
要
な

物
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
も
し
自
分
の
家
を
整
理
整
と
ん
し

て
、
不
用
品
な
ど
が
あ
っ
た
ら
バ
ザ

ー
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
渕
絵
里
花
） 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
６ 

岸本 明菜さん 
きし　もと　あき　な 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 
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月　日（曜日） 回 学 習 内 容 講　　　　　師 

9月 8 日（月) 
歯科衛生士　竹内　洋子氏 
　　　　　　金城　美栄子氏 

お口からの健康 

9月22日（月) 山口　宣秀氏 落語を一席・・・ 

9月29日（月) 

1

2

3
日本武術太極拳 

公認指導員　渡辺　律子氏 
太極拳でゆったり体 
を動かしましょう 

高齢者教室 

　健康で生き生きと、心豊かな生

活を送るための楽しみ方を探って

みませんか。 

　お気軽にご参加下さい。 

　世界中の映画祭を驚嘆させ、近年

最も話題になった「食」についての

映画を上映します。 

　とき　8月23日(土) 
　10:30～12:00、14:00～15:30の  

　2回上映 

　ところ　二宮町「ラディアン」大
ホール 

　上映映画　「いのちの食べかた」 
　入場料　　大人／前売り800円、
当日1000円　小・中学生／前売
り400円、当日500円 

　対象　12才以下は保護者同伴
(R12指定の映画のため) 

　その他　チケットはラディアン受
付他で販売 

　主催　いのちの食べかた実行委員
会 

　　実行委員会 

　石塚宅　☎(71)8635

食についての映画会 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　平成21年３月31日までに、満15

歳以上になる方で、就学義務を猶予

もしくは免除されている方、または

以前された方、及びそれ以外の事由

で中学校卒業を見込めない方などを

対象に実施します。 

　試験日　11月４日(火) 
　提出書類　町学校教育課に問い合
わせください。 

　願書受付期間　８月22日(金)～９
月９日(火) (※郵送の場合、９月 

　9日消印有効) 

　　学校教育課　☎内線327

中学校卒業程度の  
認定試験  

　
 

　
 

▼
 ▼
 

▼
 

問 

　平塚市、秦野市、伊勢原市、大磯

町、二宮町の小・中・高校生、県民

の方々が集い、いじめや暴力行為の

防止のためにできることを話し合い

ます。命の大切さに関する講演もし

ます。 

　とき　8月23日(土) 
　13:00～16:30 

　ところ　秦野市立堀川公民館 
　(秦野市堀川203-1) 

※費用・申込みは不要 

　　学校教育課　☎内線327

第6回中地区 
児童生徒が語り合う集い 

　認知症の治療や対応の仕方につい

て精神科医が相談をお受けします。

(予約制) 

　とき　8月20日(水) 
　13:30～15:45 

　ところ　平塚保健福祉事務所 
　内容　精神科医による相談、また
は家庭訪問 

　・　　平塚保健福祉事務所 

　☎（32)0130　内線274

認知症(老人性痴呆疾患)相談 

▼
 
▼
 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　とき　9月6日(土) 
　14:00～16:30 

　ところ　神奈川県平塚合同庁舎　
別館会議室(平塚市西八幡1-3-1) 

　内容　①事例発表…テーマ『美容
室　イレブンカットの経営理念』

講師　吉楽　裕氏(㈱エム・ワイ・

ケー代表取締役) 

　②パネルディスカッション…テー
マ『賢い創業の進め方』パネリス

ト　吉楽　裕氏(㈱エム・ワイ・ケ

ー代表取締役)、石原　源一氏(国

民生活金融公庫小田原支店長)、

コーディネーター　藤田　直哉氏

(中小企業診断士) 

　参加費　無料 
　定員　60名 
　申込締切　9月3日(水)まで電話
又はファックスで 

　・　　湘南地域県政総合センター

商工観光課　☎(22)2711 
　FAX(21)2848

創業フォーラム  
i n湘南2008

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　とき・内容　下表参照 
　ところ　国府支所 
　対象　町在住のおおむね60歳
以上の方 

　後援　町老人クラブ連合会 
　申込　電話で8月1日(金)から 
　　生涯学習課　☎内線323

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

＊時間は、毎回14:00～15:30、太極拳の回は、動きやすい服装でお越しください。 

▲落語を一席… 

▲お口からの健康 

問 

▼
 ▼
 ▼
 

▼
 ▼
 

きょうたん 
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　パソコンの初心者を対象に、文字

入力などの基礎的な操作方法やイン

ターネットの閲覧方法を4回に分け

て学習します。 

　とき　9月5日、12日、19日、 
　26日いずれも金曜日、各回とも

9:30～12:00(全て出席できる方の

み) 

　ところ　生涯学習館　 
　対象　町内在住の成人15名(初め
ての受講者優先) 

　参加費　無料 
　持物　筆記用具 
　その他　パソコンは生涯学習館の
物を使用します。 

　申込方法　電話で8月4日(月)か
ら(先着順)。 

　・　　生涯学習課　☎内線323

パソコン講座 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　夏休みの楽しい思い出づくりに、

和楽器の代表である「琴」を体験し

てみませんか？ 

　とき　8月3日(日) 
　13:00～15:00 

　ところ　大磯城山公園　茶室「城
山庵」 

　対象　小・中学生(低学年の方は
保護者の同伴) 

　定員　15名程度(申込先着順) 
　参加費　無料 
　・　　大磯城山公園管理事務所 

　☎(61)0355 
 

夏休み子ども 
「お琴」演奏体験会  

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　親子で昼食を作りませんか。いつ

も忙しいお父さん、お母さん、親子

で楽しい時間を過ごしましょう。 

　とき　8月27日(水) 
　10:00～15:00 

　ところ　保健センター１階 
　対象　町内在住の母子及び父子家
庭の親子 

　内容　親子でハンバーグを作り、
食事して交流を図ります。 

　参加費　無料 
　持物　エプロン、三角巾 
　申込み　前日までに下記へ電話 
　・　　町母子父子福祉会 

　天野宅　☎(61)3354

親子で楽しくクッキング 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

問 申 

問 申 

　公園内にある草花の“花殻摘み”

や“除草”をし、発生した植物ゴミ

を利用して「草木染め」を体験して

みませんか？  

　とき　8月24日(日) 
　9 :00～16:00 

　ところ　大磯城山公園および郷土
資料館研修室 

　対象　原則として中学生以上 
　定員　30名(申込先着順) 
　参加費　300円 
　持物　Ｔシャツ以下の大きさの木
綿の白い布地（Ｔシャツ、ハンカ

チ等)、作業用軍手 

　服装　汚れてもよい服装、靴 
　・　　大磯城山公園管理事務所 

　☎(61)0355

草木染め体験会 

　
 

　
 

▼
 ▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

音楽コース 
全8回 

調理コース 
全6回 

学習コース 
全6回 

声楽家 

田中詩乃さん 

食生活改善推進団体 

ママの会 
町保健師 

9月9日（火） 

9月16日（火） 

9月24日（水） 

9月30日（火） 

10月7日（火） 

10月14日（火） 

10月21日（火） 

10月28日（火） 

福祉センターさざれ石 保健センター 福祉センターさざれ石 

13時30分～15時 10時～11時30分 10時～11時30分 時間 

講師 

会場 

日程 

脳イキイキ教室 

　・　　子育て介護課　☎内線310

　物忘れが気になり始めたら、脳

を活性化させて認知症予防に取り

組みましょう。   

*は、昼食を含むため終了が13時過ぎになります。 

   

　受付　8月7日から各コース開始2週間前まで受付 
　対象　65歳以上の方 
　定員　各コースとも20名    

　費用　自己負担金　300円×回数分（前納）   

▼
 

▼
 ▼
 ▼
 

12月1日（月） 

12月15日（月） 

12月12日（金） 

11月17日（月）* 12月5日（金） 

11月7日（金）* 11月28日（金） 

10月31日（金） 11月21日（金） 

10月17日（金） 11月14日（金） 

12月19日（金） 

問 申 



※午前中のみ保育あり。　※乳がん検診マンモグラフィーＸ線撮影は視蝕診を補う検診です。40歳からは視触 
診と共にマンモグラフィＸ線撮影が必要です。　※４０歳以上の乳がん検診は隔年検診になりました。平成20年 
度は昭和43年以前の偶数年度（和暦）生まれの方と、移行年度に限り、奇数年度の１～３月生まれの方も対象と 
なります。（　）内の金額は、75歳以上の方の自己負担金額となります。 
　・　　子育て介護課　☎内線３０８・３０９ 
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と　き 内　　容 

9月25日(木) 

10:00～13:00

10月 8 日(水) 

10:00～13:00

10月22日(水) 

10:00～13:00

① 

② 

③ 

11月26日(水) 

10:00～13:00

申 込 締 切 

9月15日(月)

9月29日(月)

10月13日(月)

11月17日(月)④ 

楽しい料理教室 

“アイディアと工夫を生かしたメニューで健康

な日々を！” 

　ところ　保健センター 
　対象　成人男女30名 
　費用　500円/回 
　持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具など 
　主催　大磯町食生活改善推進団体(ママの会) 
　・　　ママの会　加藤　☎・FAX(61)3111

▼
 ▼
 

▼
 
　
 
▼
 

▼
 

検診項目 検診日 受付時間 

午前 9：00～10：30 
 

午後 1：00～  2：00

自己負担金 

   800円（400円） 

視触診のみ 
600円 

視触診とマンモグラフィ 
1,400円（700円） 

定　　員 

※30歳～39歳の女性：視触診のみ 
（午前・午後 各20名） 

※40歳以上の女性：視触診とマンモグラフィ 
（午前・午後 各45名） 

先着110名（午前・午後 各55名） 
※20歳以上の女性対象　 

乳 が ん 
9月25日（木） 

子宮がん 
（頚部） 

9月のがん検診（予約申込み制） 

◎申込み受付… 8月7日（木）から　８：３０～１７：１５（土日・祝日を除く） 

　骨太体操ボランティアと一緒に体が喜ぶお話と音楽に乗せ 

た楽しい体操で、昨日より元気なあなたになりませんか。 

（参加費・申し込み不要　直接会場へ） 

　子育て介護課　☎内線309

日　　時 ところ 

8月22日（金) 国府新宿 
福祉館　 

13:30～ 
　15:009月26日（金) 

内容：男性限定の体操講習会 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 
高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ メンズエクササイズ 
一
般
向
け 

一
般
向
け 

一
般
向
け 

内容：ゆったりとした太極拳の動きと 
　　　高齢者向けの体操 

日　　時 ところ 

8月13日（水) 

福祉センター 
さざれ石 

10:00～ 
　11:30

8月28日（木) 

9月10日（水) 

9月25日（木) 

問 申 

問 申 

8
月
 

9
月
 

日（曜日） 時　　間 場　　所 
　4日（月） 
5日（火） 
12日（火） 
14日（木） 
18日（月） 
21日（木） 
26日（火） 
1日（月） 
2日（火） 
9日（火） 
11日（木） 
18日（木） 
22日（月） 

１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 

国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
ふれあい会館 
国府支所 
国府新宿福祉館 
さざれ石 
ふれあい会館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
ふれあい会館 
国府支所 
さざれ石 
国府新宿福祉館 

体
操
講
習
会 

骨
太
骨
太 

骨
太 

問 

けい 

季節の食材を 

　　生かした料理 

減ら脂Na菜 
　　　増やしな菜 

し　な　さい 

さい 

一品が二品に変身！ 

野菜たっぷり 

　　スピード料理 

湘南ケーブルＴＶ『ココ loコ』 
夏休み拡大スペシャル（月）（水）（日）16:00～16:30こ・こ・ろ・こ 

8月中骨太体操が放映されます。 



　今回は「笑顔で満ちた海辺」を

テーマに大会当日11月16日(日)

と前日の15日(土)（事前準備とし

て13日（木）、14日（金））合わせて

3,000人のボランティアを募集い

たします。 

募集要領 
　活動日程　11月15日(土)8:00～
20:00、11月16日(日)6:30～

17:00 

　業務　選手受付・コース上誘
導・フィニッシュ関係・駅と会

場間誘導・シャトルバス乗り場

誘導・会場案内・記録補助・救

護・給水・総合案内・関門・荷

物置き場など 

　応募形態　個人またはグループ 
　応募資格　高校生以上で、事前
説明会(10月)に参加可能な方 

　応募締切　8月29日(金) 
　申込方法　所定の用紙に記入の
上、ボランティアセンターへ郵

送またはファックスで、もしく

は、湘南国際マラソンＨＰから 

　ホームページ　http:// 
　www.shonan-kokusai.jp/ 

　・　　湘南国際マラソンボラン

ティアセンター 

　〒259-0111 神奈川県中郡大磯

町国府本郷438 

　☎(70)6668　FAX(71)1666 
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　とき  9月14日(日)  
　ところ　国府中学校体育館 
　対象　町内在住・在勤・在学の方
及び町に所在する団体に所属の

方。 

　参加料　無料 
　競技方法　男子の部・女子の部共 
　3ダブルス（3人編成）。編成メン

バーに端数がでる場合、希望があ

れば１人でも、組み合わせ時に他

の団体と混成チームを組むことも

可能。 

　申込締切　9月6日(金)まで 
　　ワダスポーツ店　☎(61)2488 
　　町体育協会卓球部　小野寺宅　

☎(61)4713

第46回  
町民卓球大会（団体戦） 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

申 

問 

問 申 

　夏休みの自然観察のお手伝いとし

て、町内に飛来する蝶たちの写真と

標本を展示します。 

　とき　8月2日(土)～10日(日) 
　9 :30～16:00 

　ところ　大磯城山公園　北蔵ギャ
ラリー(展望台北) 

　入場料　無料 
　出品者　写真　會田重道氏 
　　　　　標本　山崎正義氏 

　　大磯城山公園管理事務所 

　☎(61)0355

北蔵ギャラリー展示会 
「大磯の蝶の写真と標本展示」 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

休日急患診療 
在宅当番医 

8月の日程表 

日 曜 当　番　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

3 

10 

17 

24 

31

日 

日 

日 

日 

日 

こうの内科・循環器科ｸﾘﾆｯｸ 

国谷整形外科 

さだもとクリニック 

脇医院 

尾上クリニック 

内・呼・消・循・心 

外・整・リハ・リウ 

内・消・リウ・ｱﾚﾙｷ゙ ｰ・小 

内・消・小・外 

内・循 

二宮町二宮884－ 1 

大磯町大磯949 

二宮町二宮821－ 10 

大磯町大磯1562 

二宮町二宮795

７２－６７０１ 

６１－０２３８ 

７２－５７３７ 

６１－０８２９ 

７１－１６１２ 

※まず、あなたの主治医の都合を聞いた上でご利用ください。 
　　診療時間厳守　・午前９時～１２時　・午後２時～５時 

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹介する場合があります。 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありますので、事前に消防署へ 
　ご確認ください。 

◎問い合わせ　大磯町消防署　☎（６１）０９１１　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

　休日当番医は 
町モバイルペー 
ジでも確認でき 
ます。 

http://www.town.oiso.kanagawa.jp/i/

21年3月下旬～4月上旬 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

第3回湘南国際マラソン 
ボランティア募集中 

皆さまの応援が 選手の力に 

自衛隊平塚地域事務所 

平塚市代官町9-26　M宮代会館2階　☎(22)5547

平成20年度  自 衛 官 募 集 

上記以外の各種募集（防衛大学校等）も行なっています。 

詳しくは下記の連絡先まで気軽にご連絡下さい。 

募集種目 一般曹候補生 
2等陸・海・空士 

男　子 女　子 

資　　格 18歳以上27歳未満の者 18歳以上27歳未満 

受付期間 8月1日～9月10日 8月1日～9月10日 通年 

試験期日 
1次　9月20日 

2次　10月9日～16日 

受付時に 

お知らせします 
9月28・29日 

合格発表 
1次　10月3日 

2次　11月12日 

試験時に 

お知らせします 
11月14日 

入隊（校） 21年3月下旬～4月上旬 採用予定通知書でお知らせします 

ちょう 



スポーツ大会の結果 
結果は町ホームページでも確認いただけます。 

　4月13日(日)、国府中学校体育

館で行われた第46回町民卓球大

会個人戦は、90名が参加し、結

果は次のとおりでした。 

　一般男子の部 
　優　勝　曽根田　和行(STC) 
　準優勝　小出　辰也　　　　　
　　　　(スマッシュピンポン) 

　第３位　笠　良一　　　　　　
　　　　(スマッシュピンポン) 

　第３位　三枝　茂典　　　　　
　　　　(教員クラブ) 

　一般女子の部 
　優　勝　杉崎　暁美　　　　　
　　　　(あじさいクラブ) 

　準優勝　角田　高子　　　　　
　　　　(大磯クラブ) 

　第３位　井上　良子(STC) 
　第３位　志澤　喜代美　　　　
　　　　(あじさいクラブ) 

　小中学生男子の部 
　優　勝　　岡　洋太　(大磯中) 
　準優勝　　橋　佑太朗(国府中) 
　第３位　相原　隆貴　(大磯中) 
　第３位　杉山　洋太　(大磯中) 
▼小中学生女子の部 
　優　勝　中山　柚子　(国府中) 
　準優勝　遠矢　優里奈(大磯中) 
　第３位　熊澤　翠　(国府中) 
　第３位　飯　　美喜　(国府中) 
　　町体育協会卓球部 

　小野寺宅　☎(61)4713

第２０回 
町民バレーボール大会 

　6月22日（日）に国府小学校体育

館で町民女子バレーボール大会が

行われました。8チームが参加し、

結果は次のとおりです。 
 

　優　勝　Team　ＲＩＳＥ 
　準優勝　ＥＬＥＶＥＮ 
　第３位　はまなす 
 

　　町体育協会バレーボール部 

　小嶋宅　☎(73)1437 
 

問 

問 

第３０回 
町民ミニサッカー大会 

　6月 1日(日)、 8日(日)に運動

公園多目的グラウンドで町民ミニ

サッカー大会が行われました。

10チームが参加し、結果は次の

とおりです。 
 

　優　勝　ノザキファーム 
　準優勝　ラブ・スポルト 
　第３位　カムチャッカ半島ズ 
 

　　町体育協会サッカー部 

　加藤宅  ☎(61)3643
問 

第１７回町民 
春季ソフトボール大会 

　6月8日(日)、大磯中学校グラ

ウンドで町民春季ソフトボール大

会が行われました。8チームが参

加し、白熱したゲームが繰り広げ

られました。結果は、次のとおり

です。 
 

　優　勝　とらぐみ 
　準優勝　サンダース 
 

　　町体育協会ソフトボール部 

　山下宅　☎（71）3437
問 

第3回大磯キッズサーフィン 
チャレンジ大会 

　6月15日(日)に大磯北浜海岸で

キッズサーフィンチャレンジ大会

が行われました。大会には小学生

21人が参加し、結果は次のとお

りです。 
 

　優　勝　丸田　美千香(6年) 
　第２位　秋元　太郎　(5年) 
　第３位　二見　涼　　(6年) 
　第４位　丸山　純平　(6年) 
　第５位　石井　優希也(6年) 
　第６位　山口　真輝　(6年) 
 

 

 

 

 

 

 

 

　　町体育協会サーフィン部 

　田原宅　☎（61）7940 
 

問 

問 

第４６回町民卓球大会 
個人戦 

▼
 

▼
 

▼
 

 

　4月24(木)、4月27日(日)、大

磯プリンスホテルボウリングセン

ターで町民春季ボウリング大会が

行われました。結果は、次のとお

りです。 

　一般の部 
　優　勝　石井光太郎　635点 
　準優勝　添田　智規　604点 
　第３位　佐々木八重　582点 
　第４位　赤井橋良江　559点 
　第５位　中井　勉　　504点 
　ハイゲーム　石井光太郎　243点 
　シニアの部 
　優　勝　上原　勝子　631点 
　準優勝　鈴木千恵子　609点 
　第３位　鈴木　信幸　569点 
　第４位　松下正一郎　536点 
　第５位　前田　勝雄　527点 
　ハイゲーム　上原　勝子　235点 
　ジュニアの部 
　優　勝　山口　健太　432点 
　ハイゲーム　山口　健太　191点 
　　町体育協会ボウリング部 

　上原宅　☎(61)3531

第１２回大磯町民 
春季ボウリング大会 

▼
 

▼
 

▼
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火事と救急 
6月の出動状況 

消防車… 20件（火災出動0、救助出動1、その他出動19） 
救急車…110件（急病78、交通事故10、一般負傷12、その他10） 広報おおいそ　平成20年8月 
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気象情報 

6月 

最高気温　25.7度　　最低気温　13.3度　　平均気温　20.4度 
総雨量　270.0mm

○ ゆずります 

エレクトーン 

○ ゆずってください 

エアロバイク、自転車（20～26

インチ）、乗馬マシン、携帯用

CDプレーヤー、筋力増強器具、

自転車（18インチ）、一輪車 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　　地域協働課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

▼
 

広報おおいそ　平成20年8月 

教育委員会定例会 

　8月20日(水)　9時00分～ 

　本庁舎4階　会議室 

　　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　8月25日(月)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

問 

問 

・消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで
確認をしてください。通常は、防災情報(内容は

毎月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911

消防情報ダイヤル　☎（61）5151

防災行政無線ダイヤル　☎（62）1122

問 

・防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。 
 

　　防災対策担当　☎内線241 
 

１４日（木） 
１３時～１６時 

２１日（木） 
１３時～１６時 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法 律 相 談  
（予約制） 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 

 
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

こころの健康相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

心の悩みや病気で困っている方やその家族を対象に精神科医が相
談を受けます。（引きこもりやアルコール等の相談も含む・予約制） 

児童虐待に関する相談 

１４日（木）２１日（木） 
１３時～１６時 

5日（火）、１８日（月）、２５日（月） 
１３時３０分～１５時４５分 
毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

１９日（火）１３時～１５時３０分 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分 
（ただし、祝日は除きます。） 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は 
　毎月１日からです。
（１日が土・日・祝日
の場合は、翌日また
は翌々日） 

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 

地域協働課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［8月］ 

平塚保健福祉事務所 
平塚保健福祉事務所 
☎（３２）０１３０ 

かながわ休日消費生活電話相談 
☎０４５（３１４）５５８６　※電話相談のみとなります。 

かながわ夜間消費生活電話相談 
☎０４５（３１４）５５８６　※電話相談のみとなります。 

平塚市消費生活センター 
☎（２１）７５３０　※無料の駐車場はありません。 

９時３０分～１６時 

１６時～１９時 

１０時～１６時 

月～金 

水 

土日祝 

（ただし、祝日は除きます） 

　大磯町名誉町民でもあります、

文豪島崎藤村先生を偲び、今年も

下記のとおり藤村先生の命日に

「島崎藤村忌」を開催します。 

 

　とき　8月22日(金) 
　9:30～12:00 

　ところ　地福寺　 
　内容　地福寺住職による回向後
参列者の献花、献香 

　9:30～10:30  藤村墓前 

　口演　「藤村先生にまつわる話」

　語り手　菊池なつみ氏　 

　10:40～  地福寺本堂 

　参加方法　当日現地集合 
　　(社)大磯町観光協会 

　☎(61)3300

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

え　こう 

しの 

問 



　お祭が大好きな３

兄弟の長女＆次男。

お神輿見るとワクワ

クしちゃいます！ 

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線207

石本　真　ちゃん　 
平成17年３月18日生 

(左)

　　　　　　　ま　りん 

　　　真斗くん　 
平成18年９月８日生 

(右)

　　　　　　まさ　と 

哲也さん、香織さんの 
長女、次男 

み　こし 

人口 32,833（＋13）　男 16,005（＋6）　女 16,828（＋7） 
世帯 12,284（＋17）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 広報おおいそ　平成20年8月 24
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今
月
の
短
歌 

①プール開き・照ヶ崎プール(7/1) ②国府保育園・サンキッズ大磯合同 
　デイキャンプ(7/11) 
 

③大磯海水浴場海開き(7/6) 
 

④大磯海水浴場海開き(7/6) 
 ⑤東の池の蓮の花(7/14) 

 

⑥ハウスみかん・舟窪 
　(6/30) 
 

⑦北浜海岸清掃・毎週水曜朝清掃を 
　行う大磯高校軟式テニス部員 
　(7/2)

よ
も
ぎ 

町の人口と世帯 
7月1日現在 


